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三種町議会だより

補正予算の概要

審
議
さ
れ
た
議
案
一
覧

採択
状況

結　果

区分

議　
　

案　
　

名

賛成

反対

平　成　22　年　度　決　算

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

17
2
認定

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

15
4
認定

老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定

19
0
認定

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定

17
2
認定

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定

19
0
認定

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定

18
1
認定

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定

19
0
認定

土
地
取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定

19
0
認定

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定

19
0
認定

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

19
0
認定

衛
生
処
理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定

19
0
認定

温
泉
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定

18
1
認定

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
勘
定
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

19
0
認定

水
道
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定

19
0
認定

一
般
会
計
予
算
の
補
正

19
0
可決

財政調整基金へ  4億6,214万9千円
（補正後現在高　21億5,305万4千円）

13日は、町長の行政報告と平成22年度決算状況の説明を受けた。その後、３人が一般質問を行った。
また、付託された請願・陳情等を各常任委員会にて審査した。

14日は、４人の一般質問を行った。

15日は、財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告、契約関連議案、条例の一部改正、平成23年度
の補正予算を審議し、原案どおり可決した。

16日は、平成22年度一般会計及び特別会計の決算を審議し、原案のとおり承認した。また、請願・陳
情は各常任委員長の報告どおり決定した。

９月補正予算の内容

平成23年 ９月定例会平成23年 ９月定例会平成23年 ９月定例会 ９月13日～16日

区　　　　分 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額

●一般会計 99億9,621万８千円 5億2,418万2千円 105億2,040万　円

【主な歳出】

・国民文化祭視察研修費 28万  　円 （一般財源）

・住宅リフォーム助成事業 130万  　円 （一般財源）

・上岩川生活改善センタートイレ水洗化工事 190万3千円 （一般財源）

・ふるさと納税報償費 ７万6千円 （一般財源）

・民間保育園自家発電機購入費補助金 15万6千円 （一般財源）

・公立保育園自家発電機購入事業 151万2千円 （県支出金、一般財源）

・あきたを元気に農業夢プラン実現事業 687万6千円 （県支出金、一般財源）

・じゅんさい日本一生産量助成金 237万2千円 （一般財源）

・水稲放射性物質調査事業 27万8千円 （一般財源）

・北金岡駅前公衆トイレ建設事業 495万6千円 （一般財源）
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補正予算の概要

平　成　23　年　度　予　算

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会

計
予
算
の
補
正

19
0
可決

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

の
補
正

19
0
可決

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
の

補
正

19
0
可決

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

の
補
正

19
0
可決

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予

算
の
補
正

19
0
可決

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
予

算
の
補
正

19
0
可決

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別
会

計
予
算
の
補
正

19
0
可決

衛
生
処
理
事
業
特
別
会
計
予
算
の

補
正

19
0
可決

温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算
の
補
正

19
0
可決

水
道
事
業
会
計
予
算
の
補
正

19
0
可決

条例改正

三
種
町
入
湯
税
条
例
等
の
一
部
改
正

19
0
可決

三
種
町
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

19
0
可決

契　　約

工
事
請
負
契
約
の
締
結

19
0
可決

財
産
の
購
入

19
0
可決

その他議案

平
成
22
年
度
財
政
の
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

-
-
報告

常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の
所
管
事

務
調
査
の
件

19
0
報告

●水道事業会計 

●特別会計 

区　　　　分 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額

収益的支出 1億4,433万3千円 131万3千円 1億4,564万6千円

資本的支出 1億1,943万9千円 186万　  円 1億2,129万9千円

区　　　　分 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額

国民健康保険事業勘定特別会計 26億1,171万2千円 1,586万7千円 26億2,757万9千円

後期高齢者医療特別会計 1億5,902万9千円 90万4千円 1億5,993万3千円

簡易水道事業特別会計 2億3,764万4千円 1,561万8千円 2億5,326万2千円

公共下水道事業特別会計 5億7,379万1千円 173万2千円 5億7,552万3千円

農業集落排水事業特別会計 2億   185万2千円 224万6千円 2億   409万8千円

介護保険事業勘定特別会計 21億1,919万9千円 3,485万8千円 21億5,405万7千円

介護サービス事業勘定特別会計 2,997万1千円 89万7千円 3,086万8千円

衛生処理事業特別会計 1,959万5千円 146万4千円 2,105万9千円

温泉事業特別会計 2,570万2千円 5万7千円 2,575万9千円

【主な歳出】

・ゆうぱる施設改修事業 2,213万2千円 （一般財源）

・道の駅ことおか秋まつり補助金 40万  　円 （一般財源）

・道路維持橋梁費（自治会要望の側溝蓋板） 127万4千円 （一般財源）

・森岳歌舞伎保存会補助金 250万  　円 （特定財源）

・山本中学校校地法面復旧工事 101万9千円 （一般財源）

・学校給食運営費（給食運搬車購入） 812万　  円 （一般財源）

・財政調整基金積立金 4億6,214万9千円 （一般財源）
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補正予算等審議

一
般
会
計
補
正
予
算

北
金
岡
駅
公
衆
ト
イ
レ
建
設
工

事
に
つ
い
て
、
森
岳
駅
ト
イ
レ

の
改
修
は
お
金
は
町
で
出
し
た
が
工
事

発
注
等
は
Ｊ
Ｒ
側
が
行
っ
て
い
る
。
今

回
は
地
元
業
者
育
成
の
た
め
に
も
町
で

発
注
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

今
回
の
北
金
岡
駅
は
町
で
工
事

発
注
す
る
。
Ｊ
Ｒ
関
係
の
ト
イ

レ
な
ど
の
改
修
が
あ
っ
た
場
合
は
、
町

が
予
算
を
出
す
な
ら
町
の
業
者
を
使
う

よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い
。

園
４
園
で
あ
る
。民
間
保
育
園
２
園
は
、

県
補
助
事
業
の
不
足
分
を
町
が
補
助

す
る
。

　

火
葬
場
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
す
る
。

ゆ
う
ぱ
る
の
工
事
請
負
費
の
内

容
は
。

分
湯
場
か
ら
の
配
湯
管
に
漏
れ

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
３５０

ｍ
の
配
湯
管
更
新
が
１
千
６８０
万
円
、
ボ

イ
ラ
ー
１
台
の
取
り
替
え
４７２
万
５
千

円
、
集
毛
器
２
台
の
取
り
替
え
６０
万

７
千
円
で
あ
る
。

分
湯
場
か
ら
ゆ
う
ぱ
る
ま
で
配

湯
管
を
や
り
直
す
と
い
う
こ
と

だ
が
、
分
湯
場
か
ら
タ
コ
足
配
管
で
１

軒
１
軒
お
湯
を
配
湯
す
る
よ
り
、
本
管

埋
設
工
事
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

今
回
、
ゆ
う
ぱ
る
は
町
の
施
設

と
い
う
こ
と
で
町
で
や
る
が
、

温
泉
街
に
本
管
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
を
含
め
、
全
体

的
に
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

現
段
階
で
は
難
し
い
。

ほ
と
ん
ど
の
会
計
が
予
備
費
に

繰
越
金
を
充
当
し
て
い
る
。
も
っ

と
政
策
的
な
経
費
に
回
せ
な
い
の
か
。

国
民
文
化
祭
で
は
三
種
町
は
歌

舞
伎
と
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
に
手
を

挙
げ
る
予
定
で
あ
る
が
、
集
客
の
チ
ャ

ン
ス
で
あ
り
、
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
。

開
催
県
と
同
規
模
の
観
光
客
が

動
員
さ
れ
る
と
い
う
大
変
経
済

的
な
メ
リ
ッ
ト
の
高
い
祭
典
で
あ
る
。

実
行
委
員
会
と
い
う
形
を
と
る
の
か
、

ま
た
は
促
進
協
議
会
み
た
い
な
形
を
と

る
か
未
定
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
形
で

県
に
働
き
か
け
て
い
く
。

じ
ゅ
ん
さ
い
日
本
一
生
産
量
助

成
金
（
１
キ
ロ
当
た
り
５０
円
の

助
成
）
の
２３７
万
２
千
円
は
ど
の
よ
う
に

試
算
し
た
の
か
。

当
初
見
込
み
で
２４４
ト
ン
分

（
１
千
２２２
万
５
千
円
）
の
予
算
を

計
上
し
て
い
た
。
８
月
末
現
在
の
見
込

み
で
は
２９１
ト
ン
と
な
っ
た
。
そ
の
不
足

分
を
今
回
計
上
し
て
い
る
。

備
品
購
入
費
の
自
家
発
電
機
の

設
置
場
所
は
。
ま
た
、
火
葬
場

に
も
必
要
で
は
な
い
か
。

本
庁
に
４
台
、琴
丘
支
所
３
台
、

山
本
支
所
３
台
、
公
立
の
保
育

問答 補
正
予
算
等
審
議

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
一
般

会
計
か
ら
繰
り
出
さ
れ
て
い
る

部
分
が
あ
る
。
今
後
、
財
源
的
に
不
足

が
生
じ
た
場
合
に
補
て
ん
・
調
整
す
る

意
味
を
持
た
せ
、予
備
費
に
計
上
し
た
。

給
食
運
搬
車
購
入
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
行
財
政
改
革

大
綱
の
中
で
「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

管
理
・
運
搬
等
は
民
間
委
託
を
進
め
２３

年
度
に
実
施
」
と
あ
る
。
そ
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状

況
は
ど
う
な
の
か
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
民
営
化
に
つ

い
て
は
具
体
的
に
ま
だ
検
討
し

て
い
な
い
。
給
食
運
営
委
員
会
等
と
相

談
し
な
が
ら
今
後
の
方
向
を
考
え
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
補
正
予
算

当
初
予
算
で
３
％
の
医
療
費
の

伸
び
を
想
定
し
て
い
た
が
、
今

年
度
の
医
療
費
の
動
向
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。今

年
度
の
５
カ
月
分
の
医
療
費

の
動
向
は
２２
年
度
と
酷
似
し
て

い
る
。
今
後
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続

く
か
ど
う
か
、
心
配
し
て
い
る
。

答答 答 問問 問

問問 答問答

答問問 答答

北金岡駅前
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決算総括表・審議

決
算
審
議

※調定額  ………… 歳入と決定した額   
※不納欠損額  …… 調定額のうち、時効の完成等で徴収が不可能と認定され、権利を放棄した額
※収入未済額  …… 調定額から収入済額と不納欠損額を差し引いた額 

区　分
会計名

歳入・歳出
予　算　額

調　定　額
（A）

歳入決算額
（B）

歳出決算額
（C）

歳入・歳出差引額
（B）－（C）

不納欠損額
（D）

収入未済額
（A）－（B）－（D）

一 般 会 計 11,612,598,000 11,340,525,705 11,082,781,381 10,771,827,888 310,953,493 22,708,974 235,035,350

国民健康保険
特 別 会 計 2,609,767,000 2,754,938,088 2,618,215,674 2,456,122,839 162,092,835 19,338,799 117,383,615

老 人 保 健
特 別 会 計 991,000 973,162 973,162 624,962 348,200 0 0

後期高齢者
医療特別会計 157,895,000 158,683,622 157,497,222 156,591,885 905,337 85,900 1,100,500

簡易水道事業
特 別 会 計 459,330,000 470,487,224 467,236,284 451,461,218 15,775,066 0 3,250,940

公共下水道
事業特別会計 604,093,000 677,166,983 591,068,450 589,317,117 1,751,333 0 86,098,533

農業集落排水
事業特別会計 552,584,000 556,298,983 550,471,693 548,224,618 2,247,075 0 5,827,290

土 地 取 得
特 別 会 計 7,017,000 7,015,579 7,015,579 7,015,579 0 0 0

介護保険事業
勘定特別会計 2,217,427,000 2,224,797,593 2,217,315,239 2,196,436,272 20,878,967 1,919,118 5,563,236

介護サービス事業
勘 定 特 別 会 計 32,533,000 31,371,929 31,371,929 30,655,667 716,262 0 0

衛生処理事業
特 別 会 計 19,370,000 19,702,598 19,702,598 18,236,670 1,465,928 0 0

温 泉 事 業
特 別 会 計 25,664,000 37,165,979 20,382,359 20,324,100 58,259 0 16,783,620

国保診療所
特 別 会 計 31,642,000 31,641,552 31,641,552 31,641,552 0 0 0

合　　計 18,330,911,000 18,310,768,997 17,795,673,122 17,278,480,367 517,192,755 44,052,791 471,043,084

（単位：円）

平成22年度

平
成
２２
年
度
一
般
会
計
決
算

町
に
は
延
滞
金
徴
収
条
例
が
あ

る
が
、
軽
自
動
車
税
、
農
業
費

分
担
金
、
保
育
所
保
護
費
負
担
金
、
町

営
住
宅
使
用
料
、
給
食
費
負
担
金
、
水

道
使
用
料
、
下
水
道
分
担
金
・
使
用
料
、

農
業
集
落
排
水
分
担
金
・
使
用
料
、
温

泉
使
用
料
、
こ
れ
ら
は
延
滞
金
を
取
っ

て
い
な
い
。

　

町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康

保
険
税
は
延
滞
金
を
徴
収
し
て
い
る
。

取
っ
て
い
る
も
の
と
取
ら
な
い
も
の
が

あ
る
の
は
、
不
公
平
で
あ
り
、
当
局
は

ど
う
考
え
る
の
か
。

改
め
て
も
う
一
度
精
査
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
は
、
対
象
者
が
何
人
で
ど
の

く
ら
い
の
割
合
で
接
種
を
受
け
て
い
る

の
か
。

対
象
者
が
延
べ
１
千
２３８
人
、
実

施
者
が
、
延
べ
４７１
人
で
あ
る
。
割

合
で
４
割
弱
で
あ
る
。

問問 答答
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部
分
は
あ
る
。
町
と
し
て
は
、
今
後
な
る

べ
く
加
入
者
の
方
々
に
負
担
を
か
け
な

い
方
向
で
進
ん
で
い
き
た
い
。

平
成
２２
年
度
水
道
事
業
特
別

会
計
決
算

給
水
車
購
入
に
お
け
る
入
札
指

名
業
者
の
基
準
は
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

指
名
願
い
が
出
さ
れ
た
段
階
で
、

物
品
の
買
入
等
の
取
扱
要
綱
の

基
準
を
満
た
す
物
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｂ

Ｃ
の
格
付
け
を
し
、
入
札
参
加
の
資
格

を
得
る
。業

者
の
格
付
け
は
、自
己
資
本
、

営
業
年
数
、
年
間
販
売
実
績
で

決
ま
る
。
工
場
規
模
や
設
備
、
技
術
者

の
有
無
な
ど
が
評
価
基
準
に
な
く
、
取

り
扱
い
要
綱
は
不
備
で
あ
る
。
変
え
る

意
向
は
あ
る
の
か
。

格
付
け
す
る
段
階
で
、
他
の
要

素
も
加
味
し
た
要
綱
を
つ
く
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
ど
う
い
っ
た

点
が
不
備
な
の
か
を
含
め
て
検
討
し
た

い
。

平
成
２２
年
度
国
保
特
別
会
計
決
算

２２
年
度
国
保
税
は
引
き
上
げ
ら

れ
た
が
、
決
算
で
１
億
６
千

２００
万
円
の
黒
字
、
前
年
度
繰
越
金
を
除

い
た
単
年
度
収
支
で
７
千
４００
万
円
の
黒

字
と
な
っ
た
。
こ
の
要
因
は
一
般
医
療

給
付
費
の
伸
び
が
０．８
％
増
と
試
算
よ
り

大
幅
に
下
回
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
国
保

税
を
算
定
す
る
に
あ
た
り
、
伸
び
率
を

ど
の
よ
う
に
み
て
い
た
の
か
。

一
般
療
養
費
の
部
分
で
８
％
を

見
込
ん
で
い
た
が
、
実
際
の
給

付
実
績
に
お
い
て
は
、
上
半
期
は
見
込

み
の
８
％
に
迫
る
勢
い
で
、
対
前
年
比

６．９
％
増
と
大
き
く
伸
び
て
い
る
。
下
半
期

は
一
転
し
て
対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
４．９
％

に
落
ち
込
み
、
結
果
０．８
％
増
で
と
ど

ま
っ
た
。

　

決
し
て
当
初
過
大
に
見
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
。

２２
年
度
国
保
税
は
引
き
上
げ
ら

れ
た
が
、
町
民
に
と
っ
て
負
担

の
重
い
税
で
あ
り
、重
税
感
は
大
き
い
。

引
き
上
げ
は
必
要
だ
っ
た
の
か
。

社
会
保
障
論
と
い
う
考
え
方
と
、

国
保
税
は
受
益
者
負
担
と
い
う

行
政
側
の
考
え
方
で
、
平
行
線
を
た
ど
る

決算審議

問

問問

問 答答

答答

健全化判断比率 平成22年度 早期健全化基準 備　　　考

①実質赤字比率 ▲　1.91 % 13.88 % 前年度　▲　3.00%

②連結実質赤字比率 ▲　6.77 % 18.88 % 前年度　▲　7.39%

③実質公債費比率 21.6   % 25.0   % 前年度　 　24.1  %

④将来負担比率 107.2   % 350.0   % 前年度　  149.4  %

平成２２年度財政健全化審査意見書より抜粋

①実質赤字比率とは

　地方公共団体の一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率。

②連結実質赤字比率とは

　地方公共団体の全会計を対象とした実質赤字額または資金の不足額の標準財政規模に対する比率。

③実質公債費比率とは

　地方公共団体の公債費（借金の返済金）の水準を計る指標として、平成１８年度から導入されており、

この値が１８％を超えている団体は「公債費負担適正化計画」を策定し、地方債の発行にあたり知事の許

可を受ける必要がある。２５％以上の団体は、さらに厳しい「財政健全化計画」等を策定し、着実に実施

しなければならない。

④将来負担比率とは

　地方債の現在高のほか、地方公社や損失補償を行っている出資法人等に係るものなど、一般会計等が将

来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率。

注）実質赤字比率・連結実質赤字比率は、実質収支が黒字の場合、負の値で表示。
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一般質問

サンドクラフト 2011の
イベント効果は

今
年
の
イ
ベ
ン
ト
は
７
月

３０
日
、
３１
日
の
両
日
開
催

さ
れ
た
が
、
３０
日
は
そ
れ
ほ
ど
の

渋
滞
も
な
く
車
も
ス
ム
ー
ズ
に
進

ん
だ
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
昨

年
と
比
較
し
て
見
学
者
の
人
数
や

経
済
効
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　

ま
た
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
た
花

火
の
打
ち
上
げ
は
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
被
災
地
へ
の
考
量
だ
け

で
中
止
さ
れ
た
の
か
。

入
場
客
数
は
２
日
間
で

約
３
万
９
千
人
と
昨
年

よ
り
１
千
人
ほ
ど
多
く
な
っ
た
。

１
日
目
は
夕
方
か
ら
の
雨
の
影
響

も
あ
り
１
万
７
千
人
で
例
年
の

５０
％
、
２
日
目
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
約
２
万
２
千
人
と
な
っ
た
。

　

経
済
効
果
に
つ
い
て
は
、
釜
谷

浜
海
水
浴
場
の
シ
ー
ズ
ン
中
の
来

場
客
数
を
見
る
と
、
例
年
よ
り

６
千
人
多
い
９
万
５
千
５３２
人
と
な

り
、
昨
年
よ
り
経
済
効
果
は
高

か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

花
火
の
打
ち
上
げ
中
止
に
つ
い

て
は
、
実
行
委
員
会
も
苦
渋
の
決

断
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。
被
災
地

の
心
情
を
考
慮
し
た
ほ
か
、
ま
だ

余
震
が
多
く
続
い
て
い
た
春
の
段

階
で
の
決
断
が
必
要
と
な
っ
た
も

の
で
、
夜
間
に
多
く
の
人
が
集
ま

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
際
の
リ

ス
ク
管
理
も
大
き
な
問
題
で
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
今
年
は
１５
周
年
記
念
企

画
と
し
て
、
外
国
人
プ
ロ
の
砂
像

彫
刻
家
の
招
へ
い
や
、
高
校
生
チ

ー
ム
に
よ
る
砂
像
甲
子
園
の
開
催

な
ど
に
よ
り
、
予
算
面
の
問
題
も

あ
っ
た
よ
う
だ
。

花
火
打
ち
上
げ
に
は
ど

の
く
ら
い
の
経
費
が
か

か
る
の
か
。
ま
た
、
５００
円
の
環
境

協
力
金
の
金
額
と
使
い
道
は
。

花
火
は
２００
万
円
の
経

費
が
か
か
る
。

　

環
境
協
力
金
は
、
総
額
で
８６
万

７
千
７５６
円
集
ま
り
、
簡
易
ト
イ
レ

や
ご
み
処
理
等
の
経
費
と
し
て
使

用
し
て
い
る
。

能
代
市
浅
内
地
区
に
は
、

昭
和
４３
年
か
ら
昭
和
６２

年
ま
で
の
約
２０
年
間
に
わ
た
り
、

大
館
市
周
辺
の
花
岡
黒
鉱
鉱
山
で

採
掘
し
た
鉄
、
銅
、
鉛
そ
の
他
か

ら
出
る
鉱
廃
さ
い
の
処
理
の
た

め
、
浅
内
堆
積
場
ま
で
約
７０
㎞
の

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
り
鉱
廃
さ
い

を
流
送
し
、
第
１
、
第
２
、
第
３

と
合
計
１９６
万
９
千
㎡
の
広
大
な
堆

積
場
が
あ
る
。
こ
の
土
地
は
、
県

が
能
代
市
及
び
旧
八
竜
町
か
ら
買

収
し
た
も
の
で
あ
る
が
、そ
の
際
、

堆
積
場
跡
地
の
利
用
は
可
能
で
あ

る
と
の
説
明
が
さ
れ
た
と
聞
い
て

い
る
。
可
能
だ
と
す
れ
ば
、
町
と

し
て
跡
地
利
用
の
計
画
が
あ
る
の

斎
藤

斎
藤

斎
藤

か
。
ま
た
、
堆
積
場
跡
地
に
大
量

の
土
砂
が
投
棄
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
ど
う
い
う
経
緯
で
運
搬
さ

れ
た
の
か
。

　

投
棄
さ
れ
た
大
量
の
土
砂
の
重

圧
に
よ
っ
て
鉱
廃
さ
い
か
ら
の
鉱

害
、
汚
濁
水
な
ど
が
海
や
周
辺
に

流
出
す
る
恐
れ
は
な
い
の
か
。
汚

水
等
の
検
査
は
年
に
何
回
行
っ
て

い
る
の
か
。

堆
積
場
跡
地
は
県
有
地
と

な
っ
て
い
る
が
、
現
在
、

県
と
し
て
は
今
の
と
こ
ろ
具
体
的

な
事
業
計
画
は
な
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、町
と
し
て
も
具
体
的

な
利
用
計
画
は
立
て
て
い
な
い
。

　

堆
積
場
か
ら
の
鉱
害
や
汚
染
、

汚
濁
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
県
で

定
期
的
に
水
質
検
査
を
し
て
お

り
、
海
へ
の
放
流
水
の
水
質
検
査

で
は
２
カ
所
で
月
２
回
の
頻
度
で

水
質
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
平
成

２２
年
度
は
、
銅
、
鉛
、
カ
ド
ミ
ウ

ム
な
ど
２８
項
目
す
べ
て
基
準
値
以

内
で
安
定
し
て
い
る
。

土
砂
に
つ
い
て
は
、
国

交
省
の
能
代
河
川
国

道
事
務
所
の
事
業
で
米
代
川
河
川

災
害
復
旧
工
事
に
よ
る
河
川
の
掘

削
土
や
阿
仁
川
の
災
害
復
旧
工
事

に
伴
う
土
砂
の
搬
入
出
等
で
あ
る
。

斎藤 清作議員

町
長

町
長

副
町
長

浅
内
鉱
さ
い
堆
積
場

跡
地
の
利
用
計
画
は

商
工
観
光

交
流
課
長

賑わいの釜谷浜

一 般 質 問一 般 質 問
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一般質問

路
が
あ
る
の
で
、
大
会
時
は
開
放

す
べ
き
で
あ
る
。
公
園
全
体
を
含

め
、
今
後
県
内
外
に
対
し
て
ス
ポ

ー
ツ
だ
け
で
な
く
い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン
ト
を
誘
致
し
て
い
く
う
え
で

も
駐
車
場
の
拡
張
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
、
行
事
や
大
会
な
ど

で
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
場

合
は
、
総
合
体
育
館
西
側
芝
生
の

場
所
を
臨
時
駐
車
場
と
し
て
開
放

す
る
と
約
１００
台
駐
車
可
能
で
あ
る
。

外
野
周
囲
の
道
路
に

関
し
て
は
、
車
の
重

量
に
耐
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
な
ど

を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

交
流
セ
ン
タ
ー
（
橋
本
五

郎
文
庫
）
東
側
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
内
に
あ
る
プ
ー
ル
は
昭
和
４５

年
に
供
用
開
始
さ
れ
た
が
、
小
学

校
閉
校
前
か
ら
使
用
さ
れ
て
お
ら

ず
５
〜
６
年
経
過
し
て
い
る
。
現

在
も
水
が
入
っ
た
ま
ま
で
汚
れ
が

ひ
ど
い
。
プ
ー
ル
サ
イ
ド
は
雑
草

琴
丘
総
合
支
所
及
び
琴
丘

公
民
館
の
老
朽
化
が
著
し

い
。
地
震
な
ど
災
害
に
耐
え
ら
れ

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
庁
舎
内

外
の
設
備
に
し
て
も
漏
水
、漏
電
、

外
壁
の
落
下
な
ど
非
常
に
危
険
な

状
態
で
あ
る
。
現
在
の
建
物
を
修

理
、
修
繕
な
ど
多
額
の
費
用
を
か

け
て
整
備
す
る
よ
り
、
今
後
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
考
え
る
と

支
所
と
公
民
館
を
統
合
し
、
コ
ン

パ
ク
ト
で
機
能
的
な
環
境
に
も
良

い
木
造
の
合
同
庁
舎
を
建
設
し
て

は
い
か
が
か
。

総
合
支
所
は
改
修
が
可
能

で
あ
る
も
の
の
耐
震
補
強
、

防
水
、
外
壁
な
ど
改
修
に
２
億
円

以
上
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
。
公

民
館
は
耐
震
補
強
そ
の
も
の
が
極

め
て
困
難
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
費

琴丘地域の
公共施設整備を

用
対
効
果
が
有
効
に
得
ら
れ
な

い
。
施
設
を
１
カ
所
に
コ
ン
パ
ク

ト
に
ま
と
め
て
利
便
性
を
図
る

か
、
地
域
に
分
け
て
き
め
細
か
い

対
応
の
分
散
型
か
、
建
設
場
所
も

含
め
地
域
住
民
の
意
見
を
承
り
な

が
ら
慎
重
に
進
め
て
い
く
。

ス
カ
ル
パ
（
野
球
場
）
利

用
者
が
年
々
増
加
し
て
い

る
。
大
会
が
あ
る
ご
と
に
駐
車
場

が
狭
い
と
の
声
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
野
球
場
を
一
周
し
て
い
る
道

が
繁
茂
し
、
衛
生
上
好
ま
し
く
な

い
。
よ
っ
て
解
体
し
、
更
地
に
し
て

今
後
多
目
的
健
康
（
運
動
）
広
場

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ド
ッ
ク

ラ
ン
）
な
ど
と
し
て
活
用
出
来
る

よ
う
整
備
で
き
な
い
か
。

消
防
の
水
利
に
も
利
用
さ

れ
て
お
ら
ず
環
境
上
も
好

ま
し
く
な
い
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
全
体

を
利
用
す
る
に
は
支
障
が
あ
り
、

消
防
水
利
の
計
画
も
な
い
の
で
、

解
体
に
つ
い
て
は
前
向
き
に
検
討

す
る
。
解
体
後
の
計
画
は
多
目
的

健
康
広
場
に
整
備
と
の
提
案
で
あ

る
が
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

宮
田

宮
田

宮
田

町
長

町
長

町
長

宮田幹保議員

琴丘総合支所

旧鯉川小学校プール

駐
車
場
の
拡
張
を

み
た
ね
鯉
川
地
区
交
流

セ
ン
タ
ー
整
備
（
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
水
泳
用
プ
ー
ル
）

教
育
次
長
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円
。
支
出
額
は
ま
だ
確
定
し
て
い

な
い
部
分
も
あ
る
が
約
１
千
５００
万

円
と
な
り
、
繰
越
金
は
約
２４
万
円

の
見
込
み
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原

発
事
故
に
よ
り
、
放
射
性

物
質
の
影
響
が
深
刻
と
な
っ
て
い

る
。

　

秋
田
市
内
で
販
売
さ
れ
た
腐
葉

土
や
、
他
県
か
ら
購
入
し
た
稲
わ

ら
か
ら
放
射
性
物
質
が
検
出
さ

れ
、
牛
肉
の
問
題
を
は
じ
め
国
内

に
広
ま
っ
た
。

①
町
内
に
も
畜
産
農
家
が
い
る
が
、

状
況
と
今
後
の
対
応
は
。 

②
土
壌
改
良
剤
を
使
用
し
た
施
設

改
修
工
事
で
土
か
ら
放
射
性
物
質

が
検
出
さ
れ
た
と
の
報
道
が
あ
っ

た
。
ス
カ
ル
パ
野
球
場
の
整
地
工

事
も
震
災
に
よ
り
工
事
が
遅
れ
た

が
、
材
料
等
の
確
認
を
実
施
し
た

の
か
。

③
県
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
で
土

壌
改
良
剤
を
使
用
し
た
工
事
で
比

較
的
高
い
放
射
性
物
質
が
検
出
さ

れ
た
と
報
道
が
あ
っ
た
。
町
の
状

況
と
今
後
の
工
事
予
定
は
。

④
農
家
や
町
民
、
消
費
者
に
不
安

後藤栄美子議員

町最大イベント「サンドク
ラフト in みたね」の運営は

サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
は
、
集

客
数
に
お
い
て
も
町
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
今
年
は
第

１５
回
目
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
っ

た
が
、
花
火
の
中
止
に
よ
り
初
日

の
人
出
は
未
だ
か
つ
て
な
い
程
少

な
く
、
経
済
効
果
も
な
く
、
活
気

の
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
３
基
の

大
型
砂
像
や
高
校
生
の
砂
像
甲
子

園
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
が
、
周
辺

で
は
花
火
が
な
い
か
ら
行
か
な
い

と
い
う
人
が
何
人
も
い
た
。
町
か

ら
実
行
委
員
会
に
は
高
額
の
補
助

金
を
出
し
て
い
る
。
多
く
の
落
胆

の
声
を
聞
く
と
、
記
念
の
大
会
だ

か
ら
こ
そ
多
少
無
理
を
し
て
も
花

火
を
実
施
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

①
町
か
ら
実
行
委
員
会
に
対
し
、

花
火
の
要
請
は
し
た
の
か
。

②
花
火
を
中
止
し
た
理
由
は
。 

③
サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
イ
コ
ー
ル
花

火
だ
と
思
う
が
、町
長
の
考
え
は
。 

④
県
内
版
の
旅
行
雑
誌
に
三
種
町

が
載
っ
て
い
な
い
。
町
の
情
報
発

信
や
Ｐ
Ｒ
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

①
要
請
は
し
て
い
な
い
。

②
リ
ス
ク
管
理
の
問
題
、

新
た
な
企
画
に
よ
り
費
用
が
か

か
っ
た
こ
と
及
び
被
災
地
へ
の
配

慮
な
ど
で
あ
る
。

③
町
と
し
て
は
、
実
行
委
員
会
の

判
断
を
尊
重
し
た
い
。

④
対
応
に
つ
い
て
担
当
課
に
検
討

す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

花
火
中
止
の
チ
ラ
シ
が
全

戸
配
布
さ
れ
た
。
そ
の
内

容
に
よ
る
と
、
予
算
が
な
い
の
は

理
由
に
な
ら
な
い
と
思
う
。ま
た
、

実
行
委
員
会
の
決
算
の
概
要
は
。

１５
周
年
記
念
の
新
し

い
事
業
で
予
算
を
捻

出
で
き
な
か
っ
た
。
協
賛
金
や
事

業
収
入
が
多
け
れ
ば
実
行
で
き
る

見
込
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
決
算

の
概
要
に
つ
い
て
は
、
町
補
助
金

５１０
万
円
、
Ｊ
Ａ
補
助
金
１０
万
円
、

商
工
会
補
助
金
１０
万
円
、
県
補
助

金
４４０
万
円
、公
告
協
賛
金
３４９
万
円
、

事
業
収
入
１５８
万
８
千
６６５
円
な
ど

で
、
収
入
合
計
は
１
千
５２３
万
６
千

後
藤

後
藤

後
藤

を
与
え
な
い
た
め
に
も
、
町
独
自

に
放
射
線
量
成
分
測
定
機
器
の
購

入
も
視
野
に
入
れ
た
放
射
性
物
質

へ
の
対
応
が
で
き
な
い
か
。

①
肉
用
牛
の
飼
育
農
家
及

び
馬
の
飼
育
業
者
と
も
検

査
の
結
果
、問
題
は
な
か
っ
た
。
今

後
も
県
と
情
報
を
共
有
し
、
飼
育

農
家
と
連
絡
を
密
に
対
処
す
る
。

②
工
事
は
震
災
で
材
料
の
搬
入
が

遅
れ
、
４
月
２２
日
で
完
了
し
て
い

る
。
検
査
は
し
て
い
な
い
が
、
今

月
中
に
業
者
で
自
主
検
査
す
る
予

定
で
あ
る
。（
会
期
中
に
不
検
出

と
の
連
絡
あ
り
）

③
町
内
の
保
育
園
で
は
そ
の
よ
う

な
工
事
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
今

後
も
予
定
は
な
い
。

④
現
在
、
三
種
町
内
の
農
産
物

か
ら
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
今

後
、
国
、
県
、
Ｊ
Ａ
な
ど
と
協
力

の
も
と
、
検
査
品
目
の
充
実
と
正

確
な
情
報
の
共
有
、
発
信
に
努
め

た
い
。
放
射
性
物
質
の
検
査
に
関

し
て
は
、
各
自
治
体
が
色
々
な
動

き
を
し
て
い
る
。
費
用
や
安
全
性

と
い
う
面
か
ら
考
え
て
も
問
題
が

あ
る
と
思
う
の
で
、
ど
の
よ
う
な

形
が
い
い
の
か
機
械
の
購
入
も
含

め
、
今
後
検
討
し
た
い
。

町
長

町
長

商
工
観
光

交
流
課
長

放
射
性
物
質
の
影
響
と
対
応
は
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撮
影
も
良
い
記
念
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。敬

老
式
に
関
し
て
は
、
平

成
２１
年
度
１６１
人
、
昨
年
は

１４８
人
、
今
年
は
１３２
人
の
参
加
者
で

あ
っ
た
。

　
式
典
開
催
前
に
前
年
度
の
反
省

点
を
含
め
話
し
合
い
、
実
務
者
同

士
で
会
を
重
ね
て
い
る
。
今
後
、

記
念
品
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
な
ど
集
合
写
真
、喜
寿
、

米
寿
の
参
加
も
含
め
、
詳
し
い
検

証
作
業
を
進
め
て
い
く
。

財政見通しに対する
具体的対策は

こ
の
ほ
ど
財
政
の
中
・
長

期
の
見
通
し
が
公
表
さ
れ

た
が
普
通
交
付
税
減
額
の
見
込
み

で
計
算
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
町

税
を
増
収
さ
せ
る
た
め
の
具
体
的

対
策
を
立
て
て
い
る
の
か
。
町
民

に
対
し
、
前
向
き
に
な
れ
る
施
策

を
打
ち
出
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

財
政
の
中
・
長
期
見
通
し

は
、
平
成
２３
年
度
当
初
予

算
ベ
ー
ス
で
、
地
方
交
付
税
は
一

本
算
定
と
な
る
平
成
３３
年
度
で
現

在
よ
り
約
１１
億
円
、
約
２３
パ
ー
セ

ン
ト
程
度
減
額
に
な
る
と
見
込
ん

で
い
る
。
町
税
は
景
気
低
迷
、
人

口
減
少
に
よ
り
毎
年
１
パ
ー
セ
ン

ト
の
減
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
歳
出
を
現
行
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

と
し
た
場
合
、
平
成
２８
年
度
ま
で

平賀　真議員

は
黒
字
で
推
移
し
、
平
成
２９
年
度

か
ら
赤
字
に
転
じ
、
平
成
３３
年
度

に
は
単
年
度
で
約
４
億
円
の
赤
字

と
見
込
ん
で
い
る
。

　
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
財

政
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
行
財
政

改
革
大
綱
を
策
定
し
、
自
主
財
源

の
確
保
、
町
有
施
設
や
事
務
事
業

の
さ
ら
な
る
見
直
し
な
ど
を
推
進

し
て
い
る
。

　
町
税
は
、
産
業
振
興
や
雇
用
対

策
の
推
進
に
よ
り
町
民
の
所
得
向

上
を
図
り
な
が
ら
増
加
に
結
び
つ

け
た
い
。
収
納
対
策
で
は
、
納
税

者
の
公
平
性
か
ら
町
税
等
収
納
対

策
会
議
及
び
秋
田
県
滞
納
整
理
機

構
と
連
携
を
図
り
、
収
納
未
済
額

の
減
少
に
努
め
る
。

前
向
き
に
な
れ
る
施
策
を

具
体
的
に
伺
う
。
交
付
税

以
外
に
も
国
、
県
の
様
々
な
補
助

金
（
事
業
）
が
あ
り
、
情
報
収
集

に
努
め
、
積
極
的
に
取
り
組
み
素

早
く
予
算
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
在
、
地
元
に
あ
る
企
業

を
大
事
に
し
、
雇
用
の
確

保
、
さ
ら
に
拡
大
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。
建
築
・
建
設
関
係
に

対
し
て
は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
事
業
を
継
続
し
、
公
共
建
築
物

の
改
修
・
改
築
も
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
。

　
農
業
に
関
し
て
は
、
じ
ゅ
ん
さ

い
の
里
活
性
化
協
議
会
を
設
置

し
、
県
の
補
助
金
５００
万
円
（
３
年

間
）
を
含
め
必
要
な
補
助
金
を
出

し
、
５
年
後
販
売
高
１０
億
円
を
目

指
す
。
水
稲
だ
け
で
は
な
く
、
野

菜
な
ど
の
複
合
経
営
を
さ
ら
に
推

し
進
め
、
農
家
の
手
取
り
を
増
や

し
た
い
。年

間
、
町
主
催
の
式
典
や

行
事
が
多
々
開
催
さ
れ
て

い
る
が
、
参
加
率
等
開
催
目
的
は

十
分
達
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
開
催
後
の
検
証
作
業
は
ど
の

よ
う
に
進
め
ら
れ
、
次
年
度
へ
申

し
送
り
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

　
特
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
敬

老
式
の
記
念
品
に
対
す
る
感
想
を

把
握
し
て
い
る
か
。
祝
詞
も
含
め

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。ま
た
、

本
来
、
敬
老
の
祝
い
に
入
る
べ
き

喜
寿
・
米
寿
の
該
当
者
を
な
ぜ
招

待
し
な
い
の
か
。
式
典
後
の
記
念

平
賀

平
賀

平
賀 敬

老
式
の
実
態
と

今
後
の
在
り
方
は

町
長

町
長

今年は１３２人の参加

町
長
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工事入札制度の運用は適切か

清水欣也議員

①
合
併
前
に
は
旧
町
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
よ

り
運
用
し
て
い
た
も
の
を
、
合
併

に
際
し
て
そ
の
取
り
扱
い
の
統
一

を
図
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
そ
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、国
、

県
、
他
の
市
町
村
の
動
向
を
踏
ま

え
て
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
都
度

手
続
き
の
改
善
や
運
用
見
直
し
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

②
こ
こ
数
年
、
予
定
価
格
の
事
前

公
表
や
最
低
制
限
価
格
制
度
の
見

直
し
、
調
査
基
準
価
格
の
引
き
上

げ
な
ど
、
制
度
の
見
直
し
を
行
っ

て
き
た
。

　
今
後
、
県
や
近
隣
市
町
村
の
運

用
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
て
改
善
や
見
直
し
等
を
実
施

し
て
い
く
。

行
政
財
産
の
使
用
料
の
徴

収
に
関
し
、
法
令
違
反
や

不
適
正
な
取
り
扱
い
と
考
え
ら
れ

る
も
の
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

①
当
局
は
、
こ
れ
ら
の
実
態
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
し
て
い

る
か
。

②
関
係
条
例
の
見
直
し
を
含
め
、

統
一
し
た
徴
収
ル
ー
ル
を
確
立
す

べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
。

①
指
摘
の
と
お
り
、
使
用

料
徴
収
条
例
に
基
づ
か
な

い
で
徴
収
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い

て
も
不
適
切
と
言
え
る
事
務
処
理

が
散
見
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
、

使
用
許
可
及
び
徴
収
事
務
等
に
つ

い
て
、
条
例
に
基
づ
き
適
正
に
行

う
よ
う
に
す
る
。

②
旧
町
の
と
き
か
ら
の
慣
例
を
引

き
続
い
て
処
理
を
し
て
い
る
も
の

や
、
積
算
根
拠
が
異
な
る
も
の
な

ど
徴
収
基
準
が
統
一
さ
れ
て
い
な

い
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
の
で
、
準

拠
す
る
基
準
等
を
明
確
に
す
る
ほ

か
、
条
例
の
改
正
も
検
討
す
る
。

合
併
し
て
５
年
が
過
ぎ
た
。

資
格
審
査
及
び
指
名
審
査
、

低
入
札
価
格
調
査
制
度
、
入
札
予

定
価
格
の
事
前
公
表
な
ど
、
工
事

の
実
施
に
関
す
る
種
々
の
仕
組
み

や
基
準
が
つ
く
ら
れ
運
用
さ
れ
て

き
た
が
、
今
後
の
適
正
な
取
り
扱

い
に
繋
げ
る
意
味
に
お
い
て
こ
れ

ま
で
の
運
用
実
態
を
総
括
し
て
み

る
必
要
が
あ
る
。

①
町
当
局
は
、
合
併
後
こ
れ
ま
で

制
度
や
基
準
等
に
つ
い
て
、
適
正

に
運
用
さ
れ
て
き
た
と
認
識
し
て

い
る
か
。

②
制
度
等
に
つ
い
て
、
今
後
の
改

善
や
見
直
し
を
す
る
考
え
は
な
い

か
。

清
水

清
水

町
長

行
政
財
産
使
用
料
の

徴
収
が
極
め
て
不
適
正

耐震改修工事が進む八竜中

町
長
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農産物の放射性検査に補助を

大澤和雄議員

山
形
県
川
西
町
で
は
、
農

産
物
を
自
ら
販
売
す
る
農

業
生
産
者
が
放
射
性
物
質
に
係
る

安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
に
、
自

主
的
に
検
査
を
行
う
場
合
の
検
査

費
用
に
つ
い
て
、
町
が
一
部
補
助

す
る
支
援
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

　
検
査
品
目
は
１
申
請
者
に
つ
き

２
品
目
ま
で
と
し
、
補
助
金
額
は

放
射
性
物
質
測
定
機
関
に
支
払
う

検
査
料
の
２
分
の
１
以
内
の
額

か
、
１
品
目
に
つ
き
１
万
円
の
う

ち
、
い
ず
れ
か
低
い
額
と
な
っ
て

い
る
。
検
査
機
関
は
、
国
の
検
査

基
準
に
基
づ
き
、検
査
を
実
施
し
、

検
査
証
明
書
を
発
行
で
き
る
機
関

と
し
て
お
り
、
８
月
１
日
以
降
の

検
査
か
ら
補
助
対
象
と
し
て
い
る
。

　
本
町
で
も
、
農
家
が
自
主
的
に

検
査
を
行
っ
た
場
合
、
検
査
費
用

の
一
部
を
補
助
で
き
な
い
か
。

現
在
、
県
で
は
独
自
に
主

要
品
目
の
農
産
物
の
安
全

確
認
検
査
を
行
っ
て
お
り
、
検
査

品
目
数
も
増
や
し
て
い
る
。ま
た
、

秋
田
や
ま
も
と
農
協
で
は
、
え
だ

ま
め
及
び
じ
ゅ
ん
さ
い
の
検
査
を

継
続
実
施
し
、
不
検
出
と
な
っ
て

い
る
。
現
段
階
で
は
国
、
県
の
指

導
の
も
と
、
現
行
の
検
査
体
制
、

実
施
方
法
に
よ
り
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
個
々
の
農
家
の
検
査
料
の
補
助

に
つ
い
て
は
今
後
の
状
況
を
見
て

判
断
し
て
い
き
た
い
。

本
町
で
は
、
現
在
、
学
校

の
耐
震
工
事
、
老
朽
化
に

伴
う
改
修
等
が
計
画
的
に
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　
学
校
等
の
施
設
は
、
災
害
時
の

応
急
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
か
ら
、
耐
震
化
に
あ

た
っ
て
、
そ
う
し
た
機
能
を
備
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
た
め
、
国
は
貯
水
槽
、
備
蓄
倉

庫
、
ト
イ
レ
、
自
家
発
電
装
置
な

ど
の
整
備
も
補
助
対
象
と
す
る
こ

と
に
し
た
。

　
本
町
で
も
防
災
強
化
の
た
め
に

順
次
、
整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

小
中
学
校
の
耐
震
化
の
進し
ん

捗
ち
ょ
く
状
況
は
、
緊
急
度
の
高

い
琴
丘
中
学
校
は
改
修
を
終
え
、

今
年
度
は
八
竜
中
学
校
と
森
岳
小

学
校
の
改
修
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
の
校
舎
に
つ
い
て
も
来

年
度
以
降
、
順
次
、
耐
震
改
修
を

進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
学
校
施
設
、
特
に
小
学

校
は
そ
の
地
域
の
核
と
な
り
、
災

害
発
生
時
に
は
応
急
避
難
場
所
と

し
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
も

の
と
想
定
さ
れ
る
。

　
災
害
時
に
お
け
る
避
難
場
所
と

し
て
の
対
応
等
に
つ
い
て
は
、
９

月
５
日
付
け
で
秋
田
県
教
育
委
員

会
よ
り
指
針
が
示
さ
れ
た
。
今
後

は
そ
の
指
針
に
沿
っ
て
関
係
部
署

と
事
前
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
秋
田
県
で
は
防
災
計
画

の
見
直
し
に
着
手
し
て
お
り
、
町

と
し
て
も
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際

に
応
急
避
難
場
所
と
し
て
学
校
施

設
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
る
。

学
校
を
避
難
場
所

と
し
て
機
能
強
化
を

町
長

大
澤

避難場所としても強化を（森岳小）

大
澤

町
長

他
に

「
住
宅
火
災
警
報
器
設
置
に
つ
い
て
」

を
質
問
し
ま
し
た
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一般質問

伊藤千作議員

現
行
保
育
制
度
で
は
、
市

町
村
は
保
育
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
。

新
制
度
で
は
、
市
町
村
の
保
育
実

施
の
義
務
が
な
く
な
り
、
利
用
者

は
自
己
責
任
で
保
育
所
を
探
し
、

利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
公
的
保
育
を
解
体
し
市
場
化
を

進
め
れ
ば
、
保
育
は
金
次
第
と
な

る
。

　
保
育
の
充
実
は
、
制
度
を
変
え

な
く
て
も
、
公
的
責
任
と
公
費
充

当
で
保
育
予
算
を
増
や
せ
ば
解
決

で
き
る
。

現
在
、
国
か
ら
の
中
間
文

書
に
よ
る
と
、
子
ど
も
園

の
創
設
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
量
の

拡
大
に
向
け
て
、
企
業
な
ど
の
参

入
や
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
の
公
費
助

成
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

国
で
検
討
中
な
の
で
、
今
後
の
行

方
を
見
守
り
た
い
。

現
在
、
不
妊
症
の
疑
い
が

あ
る
と
い
う
の
は
１０
組
に

１
組
と
い
う
確
率
で
、
不
妊
症
は

特
別
な
こ
と
で
は
な
い
。

　
不
妊
治
療
は
時
間
が
か
か
り
、

肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
経
済
的

に
も
負
担
が
大
き
い
。
多
く
の
人

が
悩
む
の
が
高
い
治
療
費
の
こ
と

で
あ
る
。

　
特
に
、
体
外
受
精
は
健
康
保
険

が
き
か
ず
、
排
卵
誘
発
の
薬
代
を

含
め
、
全
額
自
己
負
担
で
１
回

３０
万
円
か
ら
５０
万
円
か
か
る
。

　
人
口
減
少
は
重
大
な
社
会
問
題

で
も
あ
り
、
当
町
と
し
て
も
助
成

を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

町
と
し
て
も
少
子
化
を
食

い
止
め
る
た
め
に
子
ど
も

手
当
や
児
童
手
当
と
同
等
か
、
そ

れ
以
上
に
助
成
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
県
の
助
成
と
同

様
の
金
額
、
回
数
を
限
度
と
し
て

助
成
を
行
う
よ
う
早
急
に
検
討

し
、
次
の
定
例
会
に
向
け
制
度
の

導
入
を
図
っ
て
い
く
。

こ
こ
数
年
手
を
加
え
て
い

な
い
の
で
、
散
策
路
の
役

割
を
果
た
し
て
い
な
い
状
態
で
あ

る
。
草
は
ぼ
う
ぼ
う
と
伸
び
放
題

で
、
５
か
ら
６
カ
所
あ
る
木
の
橋

は
古
く
な
っ
て
板
が
抜
け
落
ち
、

今
に
も
崩
れ
落
ち
る
状
態
で
、
橋

の
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
。

　
以
前
は
木
の
種
類
が
分
か
る
よ

う
に
名
札
を
つ
け
て
い
た
が
、
ほ

と
ん
ど
落
ち
て
木
の
種
類
が
分
か

ら
な
い
状
態
で
あ
る
。

　
多
額
の
予
算
を
使
わ
な
く
て
も

整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

現
状
は
草
が
生
い
茂
り
、

木
造
の
橋
、
ガ
ー
ド
用
手

す
り
や
木
の
種
類
が
分
か
る
よ
う

に
表
示
し
て
い
た
名
札
も
破
損
し

て
い
る
。

　
今
後
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
整

備
方
法
等
を
検
討
し
、
対
応
し
て

い
く
。

伊
藤

伊
藤

伊
藤

羽
根
川
ダ
ム
湖
周
辺

散
策
路
の
整
備
を

不
妊
治
療
に
町
の

助
成
を

町
長

町
長

町
長

子ども・子育て
新システムの問題点

充実した保育サービスを
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臨時会、請願・陳情

原案
可決

原案
可決

日時：平成23年７月26日（火）

日時：平成23年８月23日（火）

 　　財産の購入
・購入物品　住民情報システムサーバ等一式
・契約金額　22,045,800円
　（うち取引に係る消費税及び地方消費税額1,049,800円）
・契約相手方　株式会社アチカ
・納入期限　平成23年９月30日

  　　工事請負契約の締結
・契約目的　八竜中学校校舎耐震改修工事
・契約金額　103,950,000円
　（うち取引に係る消費税及び地方消費税額4,950,000円）
・契約相手方　成田建設株式会社
・工　　期　平成24年1月31日まで

 　　平成23年度一般会計補正予算
・主な内容…ゆめろん屋上防水工事5,654,000円

 　　原案
可決

原案
可決

請　願

陳　情

第３回

第４回

臨 時 会

臨 時 会
原案
可決

 　　専決処分の承認
・平成23年度一般会計補正予算１本

 　　平成23年度一般会計補正予算
・主な内容…緑の分権改革事業3,581,000円

件　　　　名 請  願  者　 氏  名 紹介議員 審査委員会 結　果

漁業用軽油にかかる軽油引取税
の免税措置についての請願書

三種町八竜漁業協同組合
　代表理事組合長　田中　保則

後藤栄美子
清水　欣也
児玉　重吉

産業建設常任委員会 採　択

米の先物取引試験上場の中止を
求める請願

秋田県米価対策共闘会議
　議長　佐藤　長右衛門

伊藤　千作
大澤　和雄 産業建設常任委員会 継続審査

件　　　　名 陳  情  者　 氏  名 審査委員会 結　果
「地方消費者行政充実のための国による支
援に関する意見書」の採択等を求める陳
情書

秋田弁護士会　会長　三浦　清 総務常任委員会 採　択

30人以下学級実現を求める意見書採択に
ついての陳情書

秋田県教職員組合
　執行委員長　伊藤　正通
秋田県教職員組合　能代山本支部　
　支部長　佐々木　徹

教育民生常任委員会 採　択

「義務教育費国庫負担制度の堅持及び国庫
負担２分の１復元」を求める意見書採択
についての陳情書

秋田県教職員組合
　執行委員長　伊藤　正通
秋田県教職員組合　能代山本支部
　支部長　佐々木　徹

教育民生常任委員会 採　択

拡大生産者責任（ＥＰＲ）及びデポジッ
ト制度法制化を求める意見書の採択につ
いて（お願い）

福岡県筑後市長　中村　征一
福岡県大川市長　植木　光治
福岡県大木町長　石川　潤一
環境自治体を目指すちっご委員会
　委員長　荒木フサヱ

教育民生常任委員会 採　択

地方財政の充実・強化を求める意見書採
択に関する陳情書

連合秋田能代地域協議会
　議長　薄井　司 総務常任委員会 採　択

学校給食に地場産野菜活用の一層の向上
を求める陳情書

学校給食に地場産物の活用を求める会
秋田県革新懇筆頭代表世話人
　山内　満

教育民生常任委員会 採　択

陳 情請 願 審 査 告報
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研修報告

　

７
月
１１
日

（
月
）、
秋
田
市

の
ル
ポ
ー
ル
み

ず
ほ
で
議
会
広

報
研
修
会
が
開

か
れ
、
三
種
町

議
会
広
報
編
集

特
別
委
員
全
員

が
参
加
し
た
。

　

講
師
は
城
市

創
氏
、
演
題
は

「
議
会
だ
よ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
」
と
題
し
、
講
演
を
行
っ
た
。

　

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
第

一
に
、議
会
だ
よ
り
の
発
行
意
義
は
、

議
会
の
活
動
を
住
民
に
正
し
く
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
編
集
の
前
段
階
で
考
え

て
お
き
た
い
こ
と
は
住
民
が
ど
ん
な

こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
か
、
マ

ン
ネ
リ
の
脱
却
を
ど
う
す
る
か
な
ど

で
あ
る
。

　

第
三
に
、
編
集
と
は
何
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。「
議
会
だ
よ
り
」
は

読
者
と
議
会
、議
員
を
つ
な
ぐ
「
橋
」

で
あ
り
、
大
切
な
の
は
内
容
を
間
違

い
な
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
工

夫
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
編
集
会
議
で
は
全
体
の

構
成
を
決
め
、
何
を
伝
え
る
か
、
住

民
の
関
心
に
応
え
て
い
る
か
を
検
討

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

他
に
、
数
多
く
の
課
題
に
つ
い
て

指
導
を
受
け
、
最
後
に
各
町
村
の
議

会
だ
よ
り
の
批
評
を
行
っ
た
。

　

伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
も
実
感
し

た
が
、
広
報
委
員
全
員
で
町
民
に
見

て
読
ん
で
も
ら
う
議
会
だ
よ
り
に
し

た
い
と
思
っ
た
。

袴
田　

隆 

記

　

県
町
村
議

会
議
長
会
主

催
で
７
月
１１

日
、
県
市
町

村
会
館
に
お

い
て
議
員
研

修
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

研
修
会
に

は
議
員
と
事

務
局
１７
人
が

出
席
、
県
内

町
村
か
ら
は

１７０
人
が
参
集

し
、
２
人
の
講
師
の
話
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
た
。

　

講
演
で
は
、
は
じ
め
に
登
壇
し
た

町
村
議
会
議
員
共
済
会
の
飯
田
厚
副

参
事
が
「
議
員
年
金
制
度
の
廃
止
に

つ
い
て
」
と
題
し
講
演
、
こ
の
法
律

が
平
成
２３
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
主
な
改
正
内
容

を
詳
細
に
解
説
、
続
い
て
政
治
ア
ナ

リ
ス
ト
の
伊
藤
惇
夫
氏
が
登
壇
し

「
今
後
の
政
局
展
望
」
と
題
し
、
今

後
の
政
局
、
政
治
展
望
そ
し
て
３
・

１１
の
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
震
災

復
興
政
策
な
ど
課
題
山
積
と
混
迷
の

中
で
の
日
本
政
治
の
行
方
や
問
題
点

な
ど
を
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た

の
は
、
今
後
の
政
局
展
望
で
日
本
政

治
は
、当
分
の
間
、震
災
復
興
が
中
心

と
な
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
る
地
方

財
政
は
、
さ
ら
に
厳
し
い
運
営
を
せ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
そ
し
て
こ
の

難
局
か
ら
脱
す
る
た
め
に
は
、
強
い

リ
ー
ダ
ー
が
必
要
で
あ
る
が
現
状
は

厳
し
い
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

し
か
し
、
今
こ
そ
国
も
地
方
も
こ

の
難
局
を
打
破
す
る
た
め
、
日
本
の

底
力
を
見
せ
る
時
で
は
な
い
か
と
強

く
感
じ
た
。

児
玉　

重
吉 

記

秋田県町村議会
広報研修会

秋田県町村議会
議長会議員研修

町村議会議員が一堂に会し研修会を実施
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三種町議会だより

三種の星・編集後記

印
刷
／
㈱
八
郎
潟
印
刷
山
本
営
業
所
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
８
５
）
８
３
―
５
１
２
０
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
１
８
５
）
８
３
―
５
１
２
１

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
６
カ
月

以
上
経
過
し
た
今
も
復
興
は
お

ろ
か
、
復
旧
す
ら
ま
ま
な
ら
な

い
現
状
に
い
ら
立
ち
と
怒
り
が

沸
い
て
き
ま
す
。
大
震
災
と
台

風
１２
号
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
、
そ
し
て
被
害
を
受
け
ら
れ

た
方
に
ご
冥
福
と
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
９
月
定
例
議
会
（
２２
年
度
決

算
）
が
終
わ
り
、
様
々
な
問
題

が
見
え
隠
れ
し
て
い
ま
す
。
大

き
な
課
題
と
し
て
財
政
の
中
・

長
期
の
問
題
は
今
か
ら
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

大
き
な
課
題
と
思
い
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
に
目
を
向
け
、

安
定
し
た
所
得
の
確
保
と
元
気

の
あ
る
農
業
施
策
に
農
家
と
と

も
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
当
町
か
ら
放
射
性
物
質
は
検

出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
原

発
に
よ
る
被
害
が
一
刻
も
早
く

終
息
す
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

 

小
澤
　
高
道
　
記

編
集
後
記

　
２
年
連
続
甲
子
園
出
場

で
秋
田
県
勢
１４
年
ぶ
り
と

な
る
初
戦
突
破
を
果
た

し
、
ベ
ス
ト
１６
ま
で
進
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
去
年
の
大
敗
の
悔
し
さ
が
今

年
の
快
進
撃
の
原
動
力
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
甲
子
園
で
２
回
も
校
歌
を
歌

う
こ
と
が
で
き
、
今
年
の
夏
は
と
て
も

長
い
夏
に
な
り
ま
し
た
。

　
１
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
３
回

戦
の
如
水
館
戦
で
す
。
延
長
１２
回
２
死

か
ら
勝
ち
越
し
の
ホ
ー
ム
を
踏
ん
だ
瞬

間
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
他
に
も
甲
子

園
で
の
思
い
出
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。ホ
テ
ル
で
仲
間
と
過
ご
し
た
こ
と
、

大
阪
の
暑
い
気
温
の
中
で
走
り
込
み
を

し
た
こ
と
な
ど
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
最
後
の
夏

を
甲
子
園
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
て
本

当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

　
私
が
高
校
野
球
で
学
ん
だ
こ
と
は
、

感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
す
る
こ
と
で

す
。
指
導
者
の
方
々
、
７１
名
の
野
球
部

員
、
そ
し
て
母
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
昨
年
２５
年
ぶ
り
に
甲
子
園
に
出
場
し

た
と
き
は
、
初
戦
で
鹿
児
島
実
業
と
対

戦
し
０
│
１５
と
大
敗
し
ま
し
た
。
こ
の

と
き
私
は
ア
ル
プ
ス
席
で
応
援
し
て
い

能
代
商
業
高
校
野
球
部

石い
し

川か
わ

大た
い

成せ
い

（
山
本
中
出
身
）

ま
し
た
が
、
全
国
と
の
力
の
差
を
見
せ

つ
け
ら
れ
、
と
て
も
悔
し
い
思
い
を
し

ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
１
年
。
そ
の
悔
し
さ
を
バ

ネ
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
つ

ら
い
練
習
に
く
じ
け
そ
う
に
な
っ
た
と

き
は
鹿
児
島
実
業
戦
を
思
い
出
し
、
自

分
自
身
に
あ
の
悔
し
さ
を
何
度
も
何
度

も
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
耐
え
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
今
大
会
で
は
レ
ギ
ュ
ラ

ー
と
し
て
甲
子
園
の
大
舞
台
で
全
国
の

強
豪
校
に
２
勝
。
そ
の
勝
利
に
貢
献
で
き

た
こ
と
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
自
分
の
弱
さ
や
課

題
も
た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ

の
課
題
を
今
後
の
練
習
で
克
服
し
、
も

う
一
度
甲
子
園
に
出
場
し
て
全
国
の
頂

点
を
目
指
し
た
い
で
す
。

　
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

星
三種の スター

★
★

三種の

能
代
商
業
高
校
野
球
部

岳お
か

　
田だ

　
諒
り
ょ
う

　
平へ
い

（
山
本
中
出
身
）


